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研究成果の概要（和文）：最近、太極拳がパーキンソン病の症状を改善させることが報告されている。我々はパーキン
ソン病をはじめとした神経難病に対する独自のリハビリテーションを開始した。その中で、パーキンソン病のための独
自の太極拳メニューを考案し、入院患者のリハビリテーションに取り入れている。本研究は、入院患者のみならず外来
患者も自宅で容易にトレーニングできるようにするための太極拳DVDを作成することを計画した。その結果、前回作成
した初級編DVDと平行してして、比較的軽症で自立度の高い患者を対象にした上級編パーキンソン病太極拳DVDを製作し
た。これにより個々の障害程度に合わせた太極拳運動のセルフトレーニングが可能になった。

研究成果の概要（英文）：Recently, Tai Chi has been reported to improve the symptoms of Parkinson's 
disease.We have started their own rehabilitation for intractable neurological diseases that, including 
Parkinson's disease.Among them, devised its own Tai Chi menu for Parkinson's disease, are incorporated 
into the rehabilitation of hospitalized patients.This study was planned to create a Tai Chi DVD of the 
order to be able to easily training outpatient not hospitalized patients only at home.As a result, and in 
parallel with the beginner's class DVD previously created, it was fabricated Advanced Parkinson's disease 
Tai Chi DVD, which was a high degree of autonomy patient to a subject in a relatively mild.This has 
become possible to self-training of Tai Chi exercise to match the order of individual failure.

研究分野：神経内科学

キーワード： リハビリテーション　太極拳

  ３版
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１．研究開始当初の背景  

パーキンソン病は、代表的な神経
難病のひとつであり、特徴的な運動
症 状 な ら び に 非 運 動 症 状 を 呈 す る
緩徐進行性の神経変性疾患である。
近年、種々の治療薬が開発されるに
伴い、患者は前時代とは比較になら
な い ほ ど 生 活 の 質 が 向 上 し た と い
える。しかしながら、抗パーキンソ
ン 病 薬 を 服 用 す る 患 者 は 、 次 第 に
様 々 な 副 作 用 に 悩 ま さ れ る こ と に
なる。さらに運動症状である姿勢異
常や平衡障害、ならびに多彩な非運
動 症 状 は 依 然 と し て 治 療 抵 抗 性 で
ある。他の神経難病、たとえば進行
性核上性麻痺、皮質基底核変性症お
よび多系統萎縮症においては、有効
性 が 確 立 さ れ て い る 薬 物 さ え 存 在
しない。我々は、長年にわたり神経
難病の診療に携わる中で、薬物療法
の 限 界 を 感 じ る 機 会 が 多 く な る と
もに、リハビリテーションに大きな
可能性を感じるようになった。パー
キ ン ソ ン 病 を は じ め と し た 神 経 変
性 疾 患 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ンは、薬物療法に併用して行うべき
治療法である。しかしながら、現状
で は こ れ ら の 疾 患 に 対 す る 特 別 な
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 存 在 し な い
に等しいといえる。現在のリハビリ
テ ー シ ョ ン は 主 に 劣 っ た 運 動 機 能
にのみ注目し、これを苦痛を伴う努
力 に よ っ て 克 服 し よ う と す る も の
である。これは D i s a b i l i t y - o r i e n t e d  
R e h a b i l i t a t i o n といえるもので、整
形 外 科 あ る い は 脳 血 管 障 害 な ど の
急 性 疾 患 に 対 し て は 非 常 に 有 効 で
ある。しかしながら、緩徐進行性で
ある神経変性疾患においては、数年
〜 数 十 年 に わ た り 、そ の モ チ ベ ー シ
ョンを保つことは大変困難である。
そのために、我々は独自のリハビリ
プ ロ グ ラ ム 「 M e n t a l i t y - o r i e n t e d  
R e h a b i l i t a t i o n」を考案し（有井ほ
か、「 P a r k i n s o n 病に対する新しい
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」  B r a i n  
N e r v e  2 0 11 ;  6 3 :  8 7 8 - 8 8 3）、 2 0 0 9
年 4 月より徳島病院において実施
している。このレハビリテーション
の特徴は、従来の基本メニューに加
えて、知能やうつ症状などの個々の
精 神 状 態 に 応 じ て ス ト レ ス 解 消 メ
ニューを設定することにある。我々
は、このために理学療法、作業療法、
言 語 聴 覚 療 法 の そ れ ぞ れ に つ い て
1 0 種類以上のストレス解消メニュ
ーを用意した。たとえば家庭用ゲー
ム機 Wi i を用いたリハビリテーシ
ョン（徳島新聞記事 2 0 1 0 年 5 月 1 9

日；川村ら、「神経難病への Wi i リ
ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」  総 合 リ ハ 、
4 0 : 4 0 1 - 4 0 3）は、その目新しさに興
味を引くこともあり、ストレス解消
にも大いに役立っている。  
 
２．研究の目的  
最近、太極拳がパーキンソン病の
症状、特に姿勢の安定性を改善させ
ることが報告され、多くの注目が集
まっている。我々はパーキンソン病
を は じ め と し た 神 経 難 病 に 対 す る
独 自 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 約 ３
年半前より開始した。そのなかで、
試 行 錯 誤 を 経 て パ ー キ ン ソ ン 病 の
た め の 独 自 の 太 極 拳 メ ニ ュ ー を 考
案し、入院患者のリハビリテーショ
ンに取り入れている。本研究は、入
院 患 者 の み な ら ず 外 来 患 者 も 自 宅
で 容 易 に ト レ ー ニ ン グ で き る よ う
にするための太極拳 D V D を作成す
ること、その長期にわたる効果を評
価すること、ならびにパーキンソン
病 の 治 療 抵 抗 性 の 症 状 に 対 す る 効
果 に つ い て も 検 証 す る こ と を 目 的
としている。さらに、パーキンソン
病のみならず、治療の困難な他の神
経難病に対する効果も検証し、その
治療法の選択枝の 1 つとなりうる
か否かについても検討する。オート
フ ァ ジ ー は 有 害 ス ト レ ス に 対 し て
おこる細胞の防御反応である。近年、
ミ ト コ ン ド リ ア の オ ー ト フ ァ ジ ー
（ミトファジー）においてはパーキ
ンが中心的な働きをすることで、ミ
ト コ ン ド リ ア の 品 質 管 理 が 行 わ れ
ていることが注目されている。我々
は 従 来 か ら パ ー キ ン と ミ ト コ ン ド
リ ア の 関 連 に 関 す る 研 究 を 行 っ て
おり、パーキンが抗アポトーシス機
能を有することや、最近にはパーキ
ン が ミ ト コ ン ド リ ア に お い て
mi c r o R N A と 結 合 し て い る こ と を
見出した。これらの知見をうけ、本
研 究 で は ミ ト フ ァ ジ ー や ア ポ ト ー
シ ス の 際 に お こ る 分 子 メ カ ニ ズ ム
を、mi c r o R N A に焦点をあて、細胞
傷害性のストレス環境、とくにミト
フ ァ ジ ー や ア ポ ト ー シ ス の 際 に お
こる細胞内 mi c r o R N A および分泌
型 mi c r o R N A の反応性変化ならび
に 細 胞 内 カ ス ケ ー ド に 対 す る 影 響
を探索する。さらに、ミトファジー
に つ い て は パ ー キ ン の 関 与 が
mi c r o R N A に ど の よ う な 影 響 を 与
えているのかについて検討する。  
 
３．研究の方法  
徳島病院では現在、週に一回、イ
ンストラクターを招いて、１時間の



太極拳トレーニングを行っている。
そ の 時 は リ ハ ビ リ ス タ ッ フ が サ ポ
ー ト し 転 倒 な ど の ア ク シ デ ン ト が
起こらないように注意している。今
後は入院患者を対象に、この D V D
（約 3 0 分間）を手本に毎日、練習
を し て い た だ き そ の 効 果 を 検 討 す
る。そして在宅においても安全に継
続できるような指導を行い、外来に
通院していただく。次に、入院して
いない外来患者に対しても、指導を
行い、在宅で自己トレーニングが継
続的に行えるようにする。対象はパ
ー キ ン ソ ン 病 以 外 の 神 経 難 病 に つ
いても拡大する。また、在宅患者の
場合には、地域の包括支援センター
な ら び に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の
協力を仰いで、事故防止に努める予
定である。このトレーニングを１－
３年間実施した場合の効果を、運等
症状・精神症状に関する種々の指標
を用いて、対照群と比較する。さら
に 比 較 的 軽 症 の 患 者 を 対 象 に し た
上 級 編 の パ ー キ ン ソ ン 病 太 極 拳
D V D をに製作する。  
 
４ ．研究成果  
初 級編 DVD を 作 製し、パーキンソ
ン 病 な ら び に 関 連 疾 患 の 入 院 患 者
に対し、太極拳を実施し、入院期間
(5W)に お ける効果を判定する。入院
期 間 中 に 在 宅 で の 太 極 拳 実 施 に 向
けた指導を行う。DVD の 有 効性と安
全性を検証することに主眼をおく。 
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